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論文内容要旨
 本文は,主として東京都ならびにその周辺の資料に基づいて,大気汚染に関する気象解析を試み
 たものである。
 第1童序説
 大気汚染に関する気象上の研究経過の概要について述べ,都市汚染の研究に必要な条件について
 東京都周辺の諸施設による資料や臨時に行われた特別観測資料が,有効に利用できたことを述べる。
 第2童大気汚染観測
 大気汚染の研究に必要な気象観測の状況と施設わよび観測種目にふれる0
 2。i平地の観測
 (1)東京都内の気象観測施設と観測種目,特に大気汚染に関する特殊観測について述べ
 (2)望楼観測では,観測網の密度や観測種目,時刻および方法などを説明し
 (31降下煤じん量の観測網にふれる0
 2・2垂直の観測
 (隻)東京タワーの持つ位羅,高さ,観測施設などについて説弱し
 (2)川口タワーでは東京タワーとは別の意味での必要性を述べる。
 第3童東京都の汚染源と汚染状況
 3・1東京都の汚染源
 (1)降下煤じん量の地理的分布と
 (2)市区別に見た燃料の消費量から論じ
 (3)上空から見た煙の状況を綜合して,東京都の汚染願は,隈田川流域と,川崎の臨海地区が主
 であることを確認した0
 3・2汚染物質の拡散
 (i)風向と汚染について,竹平町の濃煙霧時の風向頻度を調べ,
 (2)拡散の理論として,英国式の拡散式を用いて,東京タワーへの影響を数量で求め,実際の観
 測と比較した結果,大体一致することがわかった0
 3。3汚染状況の大要
 (1)視程から見た都内の汚染分布を,望楼の資料から調べ,汚染分布について表示できる量とし
ロ
 て,汚染分布度Pd隷ΣSn/(So梅)を考えた。こ、に,nは自然数,Snは視程階級Vnの1
 都内で占める面積,Soは都内の有効面積とする。
 このPdと竹平町の視程,浮遊煤じん濃度指数および東京タワーの中属と地上との気温差か
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 ら算出した気温減率等の相関は,極めて大きいことから,竹平町の視程は都内の汚染状況を知
 る一つの鼠安にすることができる。
 (2)風速と汚染について,濃煙霧時の竹平町と東京タワーの各層の風速頻度を調べると,地上で
 は弱いが上層では必ずしもそうで萱く・強風のときがしばしば存在する。
 (3)天気と汚染の関係について,竹平町の毎時の資料から濃煙霧時の前後の天気を調べてみると,
 快晴又は晴が半数以上を占める。
 (4)気温と汚染については,大気安定度と浮遊煤じん濃度の関係が深いところがら,放射冷却に
 よる月平均量を,L崩ngulsもの式を使って計算し,館野および筑波山の資料について,一定高
 度の気温差を比較してみると,放射冷却量の多い月は気温逆転の度が大きいことがはっきりし
 た。
 (5)汚染の時間的変化については,先ず,経年変化について,竹平町の濃煙霧発生日数や浮遊煤
 じん濃度指数の月別時間量を,羽田および竹平町の資料から求めてみると,1960隼を極大と
 して,漸滅の傾向にあるが,これは煤煙排出の規正に基く結果ないし燃料の石炭から重油への
 切替によるものと考えられる。
 年変化については,竹平町の濃煙諺発生について毎時の資料によると,月別発生頻度は,12,
 1,2月の順に多く,継続時間は,1,12,11月の順に長い。
 日変化については,竹平町の視程および浮遊煤じん濃度指数について調べると,9時および
 21時前後が鹸も濃い1日2回の極大があり,濃煙霧発生時刻でも同様であるが,9時が圧倒的
 に多い。
 継続時間頻度についても,同様の資料から求めると,1～2時間が最も多いが,時には15時
 間も続くことがある。
 第4童大気汚染の水平変化
 4。1流線と気象変イヒ】
 (1)流線の方向と都心の汚染について調べ,単に風向だけでは偏倚が大きいので,流線の方向に
 よって汚染物質が流れて来るもの,と考えるのが合理的であるので
 (2)東京都に影響の大きい流線の型を気圧配置および天気について6個に分類した。
 (3)流線と不連続線については,流線図や天気図上に現われた不連続線の通過を東京タワーの気
 象によって確認することができる0
 4・2流線と大気汚染
 (1)海陸風による汚染について,海陸風の発生を中部日本天気図によって,気圧配置から説明し,
 このときの東京タワーの気象変化と汚染濃度の関係を求めると,前線の通過するときに上図ま
 で高濃度の汚染状況となる。
 一方,都内の流線図による汚染の状況については,前線付近は汚染濃度が大きくなるので,
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 前線の動行によって,地域的な汚染分布とその動きを知ることができる。
 (2)局地風による汚染については,気圧配置の状況,東京タワーの変化および流線図から説明し,
 都内の汚染分衛を望楼の視程から細かく調べると,地形の影響をはっきり知ることができるし,
 汚染源から遠い山の手の高濃度汚染も説明される。
 (3)前線による汚線についても,前項と同様な方法によって調べたところ,特に前線の場合は,
 気温の逆転が長く続くので,高濃度の汚染状態となり易く,璽に,降雨や錺の発生によって視
 程障害が助長せられる。
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 第5章大気汚染の垂直変化
 5。1大気下層の気象の垂直臼変化
 (1)気温の垂直日変化について,東京および川qタワーの資料から説明し,
 (2)気温と風速の関係について,大気下層の気温を東京タワーについて調べると・140協を境と
 して上下二國に分けることができる。
 この上下二麟の平均気温減率と,乱流のパラメーター(且)の関係は,一次的に考えること
 ができるとして,各風系別に求めた0
 5・2大気汚染濃度の垂直日変化
 東京タワーの地上と展望台の2個所の観測資料にもとづいて,風系別に浮遊煤じん濃度指数と,
 SO2濃度の沼変化を見ると,いずれも午前と日没後に極大を持ち,午前中の極大の起時に1時間
 田没後もほy同様の時間ずれがあり,午前は地上が,臼没後は展望台が早い,これは風系全般に
 言えることであるが,その変化量は風系によって可成りの相違が見られる0
 5・3大気汚染濃度の垂直変化と気象の関係
 (1)汚染濃度と気温の垂直安定度の田変化について,東京タワーの資料を用いて調べると,晴天
 の臼には夜半から響繊にかけて,下図は風が弱いが,、ヒ空では可成り強く10m/sに近い。こ
 のときは気温の逆転が発達して,煤じんは下層が大きく,上賢は小さい。
 目串後の気温上昇に伴ない,逆転が解消し始めると,煤じん濃度は下願から増加し,次第に
 上欄に及ぶ。このときの風速は低く,0又は0に近くなる。
 午後は気温減率が乾燥断熱以下になるので不安定となり,汚染物質は上昇し,地上よりも展
 望台の方が濃くなりフ風速も稍々強まるので拡散が大きい。
 日没後は大気の冷却に伴ない,逆転が始まり,気層は安定するので,地上の方が展望台より
 も濃くなる。
 (2)Fumigadonについて,東京タワーの資料によると,曇雨天の日には気温の逆転がはっきり
 しないが,逆転のはっきりした日と同様の汚染濃度変化が認められること,上空の汚染物質の
 存在とこれの下降原因の説明および臼没後の汚染濃度の増加等について不朋な点があるので,
 (3)Fumigationの起きる気層変換時の汚染と気温の垂鷹安定度について,東京および川口彌タ
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 ワーの気温減率から各智の垂直安定度を調べることによって,安定層の存在とその臼変化を確
 認することができた。この安定顧の下辺において大気は極めて不安定となり,等密又はそれ以
 上になるので,上下の大気の混合が盛に行われ,汚染濃度は極端に増加するものと考えられる。
 この安定層は夜間から朝方にかけて低く,日出と共に急上昇し,正午頃極大に達し時にはタ
 ワー以上の高さに達するが,午後は次第に下降し,日没後は急激に下降する。
 このため,汚染濃度の極大は地上と展望台では1時間位の差ができ,午前は展望台がおくれ,
 田没後は地上がおくれる。
 この安定麟は放射冷却の度に応じて強弱はあるが,曇雨天の田にも葎在するので,晴天日に
 準じた日変化が考えられる。
 第6量大気汚染と大気電位
 6・i大気電位の観測方法
 東京都心の竹平町における電位の観測方法を説明し,
 6。2大気電位の観測結果
 竹平町で得られた電位差の日変化について,明治30～36年に旧本丸で観測した電位差および,
 昭和25～ε0年の柿岡の電位傾度の日変化について季節別に検討すると,旧本丸と柿岡とはよく対
 応しているが,竹平町は可成りの相違を示している。竹平町の値は・午前中の極大値が臓本丸や
 柿岡よりも2時間位おくれ,日中の減少も少なぐ,午後の極大が2時間位草く起っており,日中
 の増加量が大きい。季節別に見ると,この傾向は夏季に特に甚だしい0
 6。3大気汚染と大気電位
 大気汚染と大気電位の関係を求めるため,竹平町において大気電位と平行して観測した浮遊煤
 じん濃度指数と電位差について調べてみた。
 先ず,月別1時間量の平均について両者の関係は,ほy一次的に考えられるが,個々の日変化
 については可成りの相違を示している。
 これについて,季節別および風系別に両者を比較してみると,夏季は電位差が煤じん濃度に比
 して大きく,季節を通じて田中の電位差の増加量が大きい。極大の起時についても,さきの旧本
 丸又は柿岡の電位とよく似た傾向が見える。
 風系別に比較すると,時間的によく一致するが,矢張り田中の差が大きい。
 この夏季や日中に両者の差が大きいのは,気温の影響と考えられる。これは,接地顧の気温の
 上昇に伴なって,汚染物質が上昇するので,地表近くの煤じん濃度は減少するのに反し,電位差
 は大気下図に浮んでいる煤じんやその他の帯電粒子の全般的な電気変化を表わしているために起
 るものと考えられる。
 従って,このような大気汚染と電位の比較は,以上の観点に立って改めて検討されなければな
 らない問題であろうo
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 論文審査結果の要旨
 太田芳夫提出の論文は主として東京都ならびにその周辺の資料に基いて,大気汚染に関する気象
 解析を試みたものであり,全文6章よりなっている。
 第生,2章では本研究に利用した観測資料について述べている。先ず平地に於ては本砺究のため
 に行った特殊観測および観測網にっき述べ,さらに東京タワー,川口無線塔にわいて行われた特殊
 観測について述べている。
 第3章では東京都の汚染源と汚染状況について述べている。主な汚染源は隅田川流域と川崎1臨海
 地区にあることを資料によウて確認し,汚染状況を,風速,視程,天気,気温等との関連において
 明らかにし,汚染状況の日変化,犀変化をしらべ,日変化については9時および21時前後に最も汚
 染度が高く,年変化については12,1,2月の空気が最も漏濁していることを明らかにした。
 第4章では汚染状況の水平変化を流線解析によって調べ,特に東京都の場合には海陸風の影響を
 受け,海陸風の顕著な際は陸風によワて海上へもたらされた汚染空気が海風によって再び陸上へ運
 ばれ,特にその際は東京タワーの上部まで高濃度になる。この汚染と海陸風の関係は著者が初めて
 明らかにした点である。
 第5章では汚線の垂直分布について述べ,気温及び風速の垂直変化との関係を論じている。
 第6章では汚染と大気電位との関係について述べている。気象庁構内の電位傾度と浮遊煤塵濃度
 とは月別1磯間量の平均についてはほy一義的な関係が見られるが,個々の日変化については可成
 りの相違が児られる。著者は柿岡地磁気観測所の電位傾度測定櫨および明治30-36年の東京都がま
 だ汚染されていなかった頃の気象庁の観測等を参考にしてこの問題を論じているが,十分な説明に
 までは到っていない。これは将来に興味ある問題を提記したものといえよう。
 本研究は大気汚染に対する気象の影響を明らかにしたものであり,よって太田芳夫提出の論文は
 理学博士の学位論文として合格と認める。
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